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23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12
通
番

昭
45
年
度

大
4
・
11
・
2

昭
61
年
度

昭
57
年
度

昭
53
年
度

昭
59
年
度

昭
35
年
度

昭
54
年
度 

昭
28
・
3

昭
57
・
10
・
1

昭
58
・
3
・
8

年 

代 

記 

き
よ
く
あ
か
る
く
た
く
ま
し
く

記
念
樹
碑

百
周
年
記
念
方
位
盤
碑

学
校
給
食
優
良
学
校
表
彰
記
念

創
立
五
周
年
ば
ら
園 

精
北
小
学
校
校
歌

川
西
小
学
校
校
名

虫
や
魚
の
碑

昭
和
五
十
四
年
バ
ザ
ー
記
念

創
立
廿
周
年
記
念
植
樹

創
立
五
十
周
年
記
念
樹

川
西
小
学
校
校
歌

記

 

念

 

銘 

精
華
中
学
校
校
庭

旧
山
田
荘
小
学
校
校
庭

山
田
荘
小
学
校
校
庭

山
田
荘
小
学
校
校
庭

精
北
小
学
校
校
庭

精
北
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

川
西
小
学
校
校
庭

所

 

在

 

地 

交
通
事
故
死
し
た
生
徒
の
追
悼
と
生
徒
の
啓

発
目
標
と
し
て
。

記
念
樹
は
梅
で
あ
る
。
校
舎
移
転
の
た
め
今

は
な
い
。

創
立
百
周
年
記
念
・
役
員
有
志

育
友
会
寄
贈
者
五
名

初
代
教
職
員
作
詞
・
第
一
回
卒
業
生
寄
贈

記
念
樹
は
栂
で
あ
る
。

作
詞
者
小
山
荘
太
郎
作
曲
者
中
原
郁
男
と
あ

る
が
、
私
の
調
査
で
は
中
原
都
男
で
あ
る
。

備

考 

12　川西小学校校歌18　精北小学校校歌
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36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24

昭
49
・
10
・
10

延
宝
4
年

（
一
六
七
六
年
）

昭
39
・
4
・
30

昭
47
・
9
・
30

昭
4
・
4
・
3

昭
38
・
9

昭
58
・
11

昭
54
・
4
・
29

昭
60
・
5

石
清
水
八
幡
宮
碑

運
動
場
・
プ
ー
ル
竣
工
碑

延
宝
四
年
観
音
寺
遺
趾
碑

瓜
生
田
遺
跡
碑

養
老
園
碑

金
毘
羅
大
権
現
碑

御
供
水
碑

溜
池
改
修
碑

耕
地
整
理
誌
碑

水
道
施
設
竣
工
記
念
碑

創
立
三
十
周
年
記
念
樹
碑

御
下
賜
金
拝
受
記
念
碑

和
・
友
情

北
稲
八
間
尾
崎
平
男
宅
東

北
稲
八
間
区
民
プ
ー
ル
東

北
稲
八
間
区
集
会
所
前
庭

谷
区
集
会
所
前
庭

滝
ノ
鼻
原
田
義
信
宅
庭
園

菱
田
薬
師
山
頂
上

菱
田
薬
師
山
北
麓

菱
田
古
池
南

菱
田
古
池
南

旧
町
立
図
書
館
前

聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
前

老
人
ホ
ー
ム
神
の
園
前
庭

精
華
中
学
校
校
庭

方
位
碑
と
思
う

一
六
居
士
巌
谷
修
題
と
あ
る
。

菱
田
水
利
組
合

菱
田
耕
地
組
合
長
高
田
喜
千
三
識

「
湧
泉
富
郷
」
蜷
川
虎
三
書

昭
和
五
十
八
年
度
卒
園
児
・
保
護
者
一
同

国
旗
掲
揚
台

故
人
（
生
徒
）
の
遺
志
に
よ
る
。

30　御供水碑34　延宝四年観音寺遺趾碑
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49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37

明
38
・
5

大
5
・
春

昭
和
34
・
12

大
7

昭
3
・
秋

昭
15
・
4

昭
52
・
12

昭
和
28
・
3

文
久
2
・
３

（
一
八
六
二
年
）

昭
3
年
度

昭
3
・
秋

昭
55
・
12
・
30

大
5
・
5
・
1

上
村
志
津
孝
貞
紀
碑

黒
崎
太
次
郎
謡
曲
碑

簡
易
水
道
竣
工
碑

瓢
淵
碑

崇
神
帝

十
年
役

森
島
清
右
衛
門
功
績
碑

通
称
今
池
跡
碑

講マ
マ

和
記
念
碑

顕
彰
碑

伝
野
見
宿
禰
塚
碑

南
稲
八
妻
故
祉
碑

記
念
碑

通
水
碑

柘
榴
区
集
会
所
南

山
田
黒
崎
宮
司
宅
東

菅
井
堀
池
義
商
店
倉
庫
の

東 菅
井
松
田
弥
三
宅
小
屋
の

北 東
区
出
森

中
区
集
会
所
南
庭

南
区
集
会
所
前

植
田
釈
迦
の
池
東
、
堤
防

下 南
稲
八
妻
大
崎
国
平
宅
庭

精
華
町
役
場
南
丸
山
中
腹

南
稲
八
妻
通
水
碑
の
北
部

南
稲
八
妻
新
池

南
稲
八
妻
小
字
馬
坂

深
田
大
耕
篆
額

正
徳
二
年
渊
に
な
り
渫
え
て
田
と
な
る　

 

建
碑
大
正
七
年
松
田
弥
二
郎

三
宅
安
兵
衛
遺
志
建
立

公
民
館
竣
工
記
念

昭
和
二
十
七
年
七
月
十
八
日
吉
野
地
方
地
震

に
よ
る
堤
防
復
旧
記
念

河
内
和
田
坦
撰
并
書

三
宅
安
兵
衛
遺
志
に
よ
る

三
宅
安
兵
衛
遺
志
に
よ
る

新
池
の
全
面
改
修
に
伴
う
記
念
碑　

水
利
水

防
組
合
長
鎌
田
嘉
男
謹
書

御
大
礼
記
念　

南
稲
八
妻
・
植
田
・
菅
井
耕

地
整
理
組
合

45　武埴安彦碑46　瓢淵碑

武
垣マ
マ

安
彦
破
斬
旧
跡
碑
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60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50

昭
57
・
1
・
29

昭
13
・
12

昭
54
・
8

昭
20
・
4
・
17

昭
48
・
1

昭
46
・
10

昭
29
・
3

昭
51
・
12

昭
5
・
4

昭
43
・
12

昭
51
・
5

昭
33
・
4
・
1

光
明
山
松
林
院
善
照
寺
碑

村
社
春
日
神
社
碑

共
同
墓
地
竣
工
之
碑

神
武
天
皇
碑

右
に
同
じ

右
に
同
じ

重
要
文
化
財
春
日
神
社
碑

迎
接
山
西
方
寺
碑

車
付
道
特
別
協
力
者
碑

四
条
畷
街
道
拡
幅
工
事
記
念
碑

埼
玉
県
製
茶
教
師
浦
井
竹
松
碑

公
民
館
建
設
記
念
碑

簡
易
水
道
竣
工
碑

舟
区
西
川
原
五
十
五

滝
ノ
鼻
区
縄
添
三
十
一

菱
田
区
古
池
南

右
に
同
じ

右
に
同
じ

右
に
同
じ

菱
田
区
宮
川
原
五
十
八
ノ

二 菱
田
区
西
ノ
口
二
十
一

精
北
小
学
校
北
、
車
付
墓

地
入
口

奈
良
交
通
東
畑
バ
ス
停
す

ぐ 東
畑
分
校
北
西
部

柘
榴
区
集
会
所
南
庭

柘
榴
奈
良
交
通
バ
ス
停
す

ぐ

古
川
シ
ズ
建
立

願
主
原
田
清
治

建
設
委
員
五
名　

寄
贈
二
業
者

建
碑

拝
殿
新
築

本
殿
改
体
復
元

檀
信
徒
一
同
建
立

特
別
協
力
者
四
人　

発
企
舟
区

修
功
碑　

衆
議
院
議
員
勲
三
等
川
崎
安
之
助

撰
并
書

改
修
、
茶
組
中
央
会
々
議
員
繁
田
武
平
他
一

同
・
浦
井
竹
雄
兄
弟
一
同

大
池
跡
、
土
地
協
力
者
・
水
利
権
者
一
同

「
通
水
多
恵
」
蜷
川
虎
三

50　簡易水道竣工碑54　車付道特別協力者碑
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73 72 71 70 69 68 67 66 65 64 63 62 61

元
禄
8
・
9

（
一
六
九
五
年
）

大
4
・
11
・
10

大
4
年
度

昭
58
・
9
・
11

昭
30
・
10

昭
50
・
11
・
22

昭
59
年
度

昭
57
・
8

昭
50
・
2
・
11

昭
58
・
11

天
照
皇
太
神
宮
横
田
氏

武
内
神
社
碑

煤
谷
山
功
労
者
碑

本
堂
改
築
記
念
碑

阿
彌
陀
寺
碑

浄
土
宗
安
楽
寺
碑

詩
碑
・
自
然
は
美
し
く
私
の
心

を
な
ぐ
さ
め
る

浄
土
宗
護
法
山
想
念
寺
碑

鞍
岡
神
社
碑

歴
代
諸
上
人
法
楽
碑

百
久
保
霊
園
墓
地
碑

春
日
神
社
碑

光
明
山
善
照
寺
境
内
整
備
記
念

碑

北
稲
八
間
区
武
内
神
社
境

内 北
稲
八
間
区
北
垣
外

北
稲
八
間
区
阿
彌
陀
寺
境

内 右
に
同
じ

北
稲
八
間
区
北
垣
外
百
二

谷
区
鈴
ノ
庄
八

車
付
墓
地

里
区
里
垣
内
四
十
四

僧
坊
区
長
芝
二
十
四

僧
坊
区
林
前
九

舟
区

舟
区
本
庄
一

右
に
同
じ

即
位
大
礼
記
念
氏
子
中

北
稲
八
間
区
建
立
藤
田
金
一
郎
川
井
芳
孝
寄

付 大
陽
山
阿
彌
陀
寺
建
設
委
員
会

施
主
田
中
栄
吉

説
誉
一
義
謹
書
　
山
田
喜
一
郎
・
と
し
ゑ
建

立
、
開
宗
八
百
年
記
念

菱
田
区
林
富
太
郎
書
　
梅
原
龍
三
郎
門
　
朝

路
画
伯
父

山
本
空
外
師
筆
と
聞
く

北
野
神
社
宮
司
山
田
新
一
郎
謹
書

若
王
寺
総
担
中
　
慈
空
代

土
地
協
力
者
一
名
　
建
設
協
力
者
八
名

奉
納
者
七
名

寄
進
者
七
名

67　詩碑71　煤谷山功労者碑
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85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74

昭
6
・
10

昭
和
58
・
3

文
久
3
年

（
一
八
六
三
年
）

昭
7
・
3

昭
36
・
12

昭
7
・
10

昭
54
・
9

昭
59
・
11

昭
3
・
春

昭
7
・
1

安
永
9
・
8

（
一
七
八
〇
年
）

大
4
・
11
・
10

稲
植
神
社
碑

真
言
醍
醐
派
宗
教
法
人
松
芳
山

縁
起
不
動
院

句
碑　

い
ま
さ
ら
に
仏
を
た
の

む
よ
く
も
な
し

道
路
改
修
記
念
碑

西
山
浄
土
宗
来
迎
寺
碑

来
迎
寺
碑

松
響
山
蓮
台
寺
碑

社
務
所
・
憩
い
の
家
建
設
記
念

碑 北
稲
八
間
故
址
碑

奉
献
水
田
碑

水
天
像
碑

記
念
神
苑
碑

植
田
区
上
山
百
二
十
二

植
田
区

来
迎
寺
門
前

来
迎
寺
参
道
入
口

植
田
区
南
六
ノ
坪
五
十
九

門
前

植
田
区
南
六
ノ
坪
五
十
九

南
入
口

南
稲
八
妻
区
政
ケ
谷

百
三
十
二

右
に
同
じ

右
に
同
じ

右
に
同
じ

右
に
同
じ

北
稲
八
間
区
武
内
神
社
境

内

官
幣
大
社
八
坂
神
社
宮
司
正
五
位
勲
六
等
須

賀
大
直
書
松
井
伝
三
寄
付

建
立
寄
進
者
六
名

北
稲
八
間
区
上
野
乾
斎
書
（
明
治
四
年
二
月

八
十
八
歳
没
）
府
高
齢
者
表
彰

植
田
、
南
稲
八
妻
、
菅
井
三
寺
三
区
長
寺
総

代
一
同

80
・
81
の
両
碑
に
「
行
基
菩
薩
開
基
城
南
西

国
十
八
番
札
所
お
千
代
半
兵
衛
菩
提
所
」
の

銘
が
あ
る
。

寿
石
書
島
田
正
夫
寄
進　

照
空
代

楊
谷
寺
俊
清
上
人
書　

松
井
伝
三
寄
付

松
原
祐
善
謹
書
鎌
田
嘉
男
寄
進　

才
空
代

対
策
委
員
十
名

三
宅
安
兵
衛
遺
志
建
立
「
秀
水
」
は
「
山
城

志
」
所
載

亢
旱
請
雨
水
速
功
感
謝
し
尊
像
建
立
比
丘
明

道
（
墓
は
北
稲
墓
地
に
あ
る
）

郷
倉
庫
跡　

明
治
三
十
三
年
五
月
十
日
皇
上

大
婚
祝
典

77　北稲八間故址碑83　句碑
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98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86

昭
61
・
3

昭
61
・
3

明
31
・
10

大
12
・
1

昭
3
・
10

昭
56
・
3

昭
3
・
秋

昭
58
・
7
・
13

昭
56
・
4
・
14

昭
59
・
5

昭
46
・
12

昭
42
・
2
・
11

記
念
碑

西
山
浄
土
宗
西
念
寺
碑

修
徳
社
碑

天
王
神
社
碑

式
内
郷
社
祝
園
神
社
碑

重
要
文
化
財
聖
観
音
常
念
寺
碑

薬
師
如
来
尊
像
常
念
寺
碑

真
宗
大
谷
派
松
興
山
照
光
寺
碑

寛
十
山
西
方
寺
碑

稲
植
三
宝
荒
神
社
参
道
舗
装
工

事
記
念
碑

宝
物
収
蔵
庫
碑

宮
寺
東
福
寺
跡
碑

祓
戸
碑

西
念
寺
院
内

山
田
区
樋
ノ
口
六
十
一
寺

院
入
口

天
王
神
社
境
内

菅
井
区
西
ノ
辻
一

西
北
区
柞
ノ
森
一

中
区
常
念
寺
院
内

中
区
神
木
段
五
十
五

中
区
神
木
段
三
十
二
ノ
一

中
区
神
木
段
四
十
六
ノ
二

右
に
同
じ

右
に
同
じ

右
に
同
じ

植
田
区
稲
植
神
社
院
内

落
慶
記
念　

山
号
紫
雲
山

落
慶
記
念
木
下
石
材
寄
進

石
井
行
昌
書
松
田
弥
三
郎

従
三
位
伯
爵
藤
原
實
麗
拝
書

石
津
弘
献
呈

京
都
三
宅
安
兵
衛
遺
志

岩
井
計
之
助
寄
進

小
林
藤
太
郎
寄
進　

諦
了
代

み
や
こ
・
京
阪
・
大
洋
土
地
寄
進

永
井
正
一
寄
進

稲
植
神
社
社
務
所
建
立

八
坂
神
社
宮
司
高
原
美
忠
謹
書

87　宮寺東福寺跡碑
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111 110 109 108 107 106 105 104 103 102 101 100 99

大
3
・
11
・
17

明
34
・
3

昭
10
・
10
・
10

昭
45
・
12

昭
25
・
3

昭
40
・
4
・
20

昭
60
・
4
・
28

昭
44
・
3

元
文
元
・
11

（
一
七
三
六
年
）

正
徳
2

（
一
七
一
二
年
）

明
25
・
4

陸
軍
砲
兵
軍
曹
勲
七
等
澤
田
知

三
郎
之
碑

戦
没
者
慰
霊
碑

忠
魂
碑

交
通
安
全
祈
念
の
碑

墓
地
寄
付
碑

顕
彰
碑

紫
雲
山
極
楽
寺
建
設
記
念
碑

極
楽
寺
庭
園
寄
贈
碑

大
峰
山
上
三
十
三
度　
　
　

碑　
　
　
　
　

大
峰
山
上
三
十
三
度
碑

大
峰
山
上
四
十
度
先
達
碑

当
山
開
山
沙
門
湛
海
碑

不
許
酒
肉
五
辛
入
門
内
碑

北
稲
八
間
区
墓
地

里
区
想
念
寺
境
内

川
西
小
学
校
校
庭

柘
榴
区
西
の
端

柘
榴
区
墓
地

柘
榴
区
日
出
神
社
境
内

柘
榴
区
極
楽
寺
境
内

柘
榴
区
垣
内
七
十
一

乾
谷
区
光
明
寺
墓
地

乾
谷
区
光
明
寺
参
道

山
田
墓
地
上
が
り
口

普
賢
院
境
内

山
田
区
樋
ノ
口
普
賢
院
南

稲
田
村
在
郷
軍
人
会　

遺
族
澤
田
た
み

正
阿
宣
道
拝
書　

戦
没
者
十
名　

寄
付
者
四

名　

発
企
人
四
名

陸
軍
大
将
鈴
木
荘
六
書　

帝
国
在
郷
軍
人
会

川
西
村
分
会
建
立
昭
和
二
十
八
年
十
月
十
日

元
川
西
村
再
建
立

建
設
勧
請
入
魂
瀬
田
八
景
山
日
親

木
原
宗
治
寄
付

山
林
奉
納
者
木
原
宗
治

黒
御
影
石

藤
原
工
務
店
施
工

杉
島
義
一
先
祖

先
達
中
西
藤
兵
衛
中
西
新
太
郎

99　不許酒肉五辛入門内碑

西
国
二
度

四
国
二
度　
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114 113 112

昭
15
・
5
・
9

明
39
年
度

明
39
・
1

故
陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
六

等
功
五
級
藤
田
直
三
碑

陸
軍
輜
重
兵
上
等
兵
嶋
田
浅
次

郎 日
露
役
記
念
樹
碑

北
稲
八
間
区
阿
彌
陀
寺
境

内 山
田
区
墓
地
上
が
り
口

祝
園
神
社
境
内

碑
文
中
島
今
朝
吾
閣
下　

碑
文
鶴
見
重
文
大

尉　

藤
田
ノ
リ
エ
建
立　

勲
八
等
植
山
□
□
ら
発
起
人
十
名

樹
は
松　

西
青
年
会

　
　
　

お
わ
り
に

　

や
っ
と
脱
稿
し
た
と
い
う
喜
び
と
、
長
い
歳
月
を
か
け
た
わ
り
に
は
物
足
り
な
い
収
録
だ
と
い
う
恥
ず
か
し
さ
が
、
今
、
私
の
裡

に
同
居
し
て
い
る
。
が
、
無
言
の
石
と
対
話
し
た
一
刻
、
一
字
を
追
っ
て
一
時
間
近
く
自
転
車
で
調
査
し
た
炎
暑
の
日
の
汗
、
そ
れ

ら
が
懐
か
し
さ
と
一
緒
に
あ
る
充
実
感
を
伴
い
私
に
迫
っ
て
来
る
。

　

今
後
は
町
内
の
鳥
居
・
燈
篭
・
狛
犬
・
手
水
鉢
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
写
真
・

拓
本
な
ど
で
完
全
を
期
し
た
く
、
研
究
の
輪
が
拡
が
ら
ん
こ
と
を
希
求
す
る
。

　

今
回
の
私
の
調
査
に
関
し
協
力
を
頂
い
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ

し
て
、
解
読
の
拙
さ
、
脱
漏
し
た
資
料
な
ど
を
、
今
後
、
有
志
の
方
々
が
引
き
継
い
で
よ
り
完
全
な
調
査
と
し
て
纏
ま
る
こ
と
を
待

望
し
筆
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

　
　

記
念
の
碑　

刻
字
の
重
み
徳
仰
ぐ

　
　

京
・
精
華　

史
と
詩
の
誇
り
碑
に
光
る

―
太
平
洋
戦
争
最
初
の
英
霊
の
た
め
特
記
す
る
。
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道標・記念碑分布図

■は道標　●は記念碑を示す。




